
ＬＡＮＣインターフェース 仕様書

このLANCインターフェースボックスはLOGIX製自動送出装置からHDV-VTRなどLANCコントロール

端子を持つVTRを制御するための装置です。

制御入力はRS-232C(ソニー製VTR、DSR-20プロトコル)で自動送出に必要なコマンドをサポートし

ています。
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LANCIF-01 （受注生産）

DC5V-IN RS-232CLANC
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自動送出装置よりＶＴＲへ

RS-232C仕様

通信条件：19200BPS,8bit, Stop1,NoParity

通信プロトコル：ソニー製VTR DSR-20の一部のコマンドに準拠

対応コマンド： STOP, PLAY, REW, CUEUP WITH DATA

POWER ON, POWER OFF

TIME CODE SENSE, STATUS SENSE 1

自動送出装置から受け取ったRS-232CコマンドをＬＡＮＣ信号に変換しＶＴＲへ送ります。

自動送出装置からのステータス要求に応じて、ＬＡＮＣ信号から受け取ったタイムコード、

ステータスを送出装置へ送ります。

制御対象ＶＴＲ

HVR-M15, HVR-M25, DSR-20, DSR-11, WV-DR5, WV-DR7, WV-DR9 等

(奥行き100）

付属ACアダプタ


